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三 月 三 分
月 分 月 ）
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北
獣 海 獣
医 道 平 医
療 獣 規 成 療
法 医 則 十 法
施 療 第 四 施
行 法 六 年 行
細 施 十 五 細
則 行 七 月 則

北 海

三
３ ２

こ 施 つ の
の 行 廃 い 管 に
規 期 止 て 理 つ
則 日 さ 、 職 い
は れ 所 員 て
、 た 要 と 、

道 公 報

二 一 ◇
１ 改 四 管
内 め 北 趣 二 理 こ

知 容 る 海 旨 ） 職 の
事 こ 道 員 規
部 と 行 等 則
局 と 政 の は
の す 組 範 、

第

三 二 一
総 と 関

施 合 試 内 と 北 趣 す
行 研 験 容 し 海 旨 る
期 究 研 た 道 規
日 所 究 。 行 則
」 機 政 の
に 関 組 一

号

◇ 二
大
学 こ 施 平
教 の 行 成
員 規 期 十
等 則 日 四
が は 年
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細 号 十 の（
平 則 七 一 規
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五 一 を
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則 る 則
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育 る 織 正 と

改 等 織 部
め と 規 を
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次 海

の平 道

と成

石る

告 意狩こ

平 お 示 見支と

成 り年 第 書庁。

十 は地随５

四 、域意月

年 契 号 北政

五 海策約日

北 海

３
平見この意及

イ意境所
施

石覧成書の保見び

縦
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生間５出廃の
物地意類
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環

道 公 報

２
ず法ア
覧北

廃安産が及第縦
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処金ず項及狩

処終物、
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請成請狩限業
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登物

月年の美社棄美棄

善処位処

日４住登丸物

理

月所位
札理 ２、
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日
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縦
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６
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縦
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え
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第 中を第つジ

同
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、農にめ
ら 地第第

也・
４ 達・

域

２林中第

農漁第 項

国部対項を

ず政業６項
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つ炭人
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繰

」７第

上安保具の業第

、
り
よ
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定
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所
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庁の げ長事

後

変後
間でで

まま

））

敷
前別
更の前

地
の

成
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ら
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産項項第業限、
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び業」同
で 合、、及事
第及に事
を 拠同第

８ 点事

び改項 項 形項項

ず 成中を項クめ第
つ 事第削をリ、

り削ー同項 繰 業

をし り 」項、りン項と

第業同、 上 をを第、農

第げ

、保援ザ項を項

第設事イ中を項

備業ン第ア削を

ヌ、８

項整フ３イり第

事アを農第項

を備ェ項

項し

り業旭削林８と

削

、業を、

、川り漁

第

第対第第

項開４策５

を業とか

を催項事項項

第 かまかま」項 、

第事

項改第 ８ らでらでに中
め
同及 削、項 を
項び り
を第 、
第同

り
第削 を
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事項 ９

でらで

かまかま 幅

第８

延
員ら

長

一 国一

般 道般

産事同

日

項 農

項 第 業項を項地項事 、

地と第を拡第

中 第大 域し

事項第 項 産、項

を 業第と項業と

しとにし項 削 複

第 、

合項、し限、を り
同

化を第、る同

同。事 活削

と 項

動り項事）項項 事

を第し 第

促、か項」中

進第ら第

、 第
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事
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と項改第

、し、項ま

しとめ９項

項同項びを
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項
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海
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事

項項第 項 業項

中 」を項中クを
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酸
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水織８」を

組第業で
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削
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第 岡
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アイ

平 札幌札成札氏住
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四 る大定３氏

年 特学し月名

五 及キ福 定基た

北 海
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２３４
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日
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日
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式
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称課条

び

病住ウ県

属日日びョ島
プ島

院所ワ福
町

診ッ月

来テ五

外ロ市

を式番

棟株３

療ク

除会

。
く社号

入役 号

札務 札

よ名

にの

幌
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一６４
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曜

同代主代会代会

日

主同代会主同同

計計 た

会主
部

部支部

計 たた

代

計計 たた

代会同同主同

な連

民ん盟治

市み連政
部
支

総
館

会函

会の盟

の
たた

同主代会主会政会 会同
会

の
会紀

治 計計計

責 る 表表表 治計 た
政主

者 所
務任任 者者者 事責

氏氏 所のの の ののの 者

名地名名名名

在氏氏 氏

浦田

田

同河虻山鳥三高

責 るる 表表

真
辺郡田山

者 所所

務務 任 者者 事事
氏 氏氏 所所 の のの のの

小余小

名地名名地

在在

寿虻鈴福
木光市郡市

都田樽市樽

る 表

寿倶花余花

木郡郡

務務 任任 者事事 責責 る

所 のの のの の者者 所所

名地名地

在在 氏氏 氏所

田

須杉甲南寿同見虻

名

ニ

田林谷川郡谷郡

都楚

事事団 責責責 るる 表

黒

者 所所体 務務 任任任 者

所 ののの ののの の者者
称名

在在 氏氏氏 名 氏 所

遠茅松北菅

地名名地名
田道井

部子部海

同茅砂

事責 る

森森電

郡間山郡

所の のの
者 所 体務任

団
田江相布

称地名
在氏 名

武正

つ文
か市田施

岡別

字男雄美則

村
由狩数幸

里
神
清

文都知保明園市園

５
－

昭廣丁港丁

町安４町４
５

新南目町目

雄字町
栄３５

東２地２

町条番番番

登セ

目
地丁
番１号２号

町志町

内コ

耕美幸律松

字

咲勝子子
字

宮

ガ 内ス 松田

黒
ワ
番ラ

労

町泰町勝力清

５内
地

組

上清子本利働治

字字
の政

町６合

台町

治

義

部
支
総
館
函
盟
連

町
後南子雄

け台知

す京
援
会

々

同寺虻佐竹渡永

７
－

省裕

真
田郡木原辺桶

田
洲字雄義一明

村
狩安信

樽

佐寿虻田脇小余小

見

郡村山市郡市

都田樽市
穂市穂

寿倶稲余稲

藤郡

丁

町安２町２

和都知安

目川目

夫字町清忠丁黒

須杉塩南寿同渡虻

大南

ニ

田林谷川郡部郡

都田
久町

内コ

義茂松輝セ

黒

北本

字字本

勇勝正章町

庄

部部海

同茅大内茅岩

勝

森森労

郡森藤郡本電

字字太治

町恵脩町豊政

台幸盟

上一作御郎連美

克市口藤

岡別
田江谷工

也夫

援台
後京哲利

介文

会

晴

－

地
番

九
九

町 磯２

番 町条番

５ 西５

地
番

１
目
地丁
番１号号 地

内内番

松松１

黒黒通

館

町町函

５
地

番

支

番の総

地
の部

支
知

同同同同空同同

９

同同同同同同同同同

所

支

山志

檜同同同後同同 同同同同同同同
所所

支

所

支支

狩島

石同同渡同

所



本川

同夕わ同自同日旭
産薬

市な民共市

張た由

上政

喜精党党業

多べ主

地連

基後富川治

雄郎上

援会野区盟

後援良

北 海

下本

北峰み八安山同山

なも宏貴忍

海岸ん木岡

援

総義とち後史後

道政

張合会

合後歩ふ援夕連

会会後後後

開援むみ会

究会会会

研援援援

発

道 公 報

本政

扇中日同同同同林
援

後工後

会翼商志

秀田

地

山川

栗深

会盟会

援連
地

第

平山

同大加同川同小新
正一

よ栄勝忠純

西藤森

張援

こ連後夕後

し一衛

援区

援後会地会

後合援

会後

会

号

政や開

井た関

新い一

平美利治

成後雄後
十援後援
四会援会
年会

五

同代会主
会

部員

会支委

主

会

治計 たた

代同政主

計たた

同同代会主同代 会主会同

盟盟

連連

区区

計計計 たたた

主会主代 会同主会代会代同
会

援

計計計 た

月
十
七
日

金

曜

主同代

日

者 団事事 責 るる 表表

た

のの者 所所 体務務 任 者

氏 名 氏氏 所所 の ののの
猿旭

名称地名名地

在在

た川知川

阿多わ滝空木
上４

部喜な市郡村子市

者 事事 責るる 表表

べ緑

の のの 者所所

務務 任 者

地

在在 氏 氏氏 所所 のの

山水深夕神樺

名名地名

口野市市郡

川張戸

青中

責 るるる 表

３本新

木西

務 任任任 者 事事事 責責
の の 者者者 所所所

務務

氏 氏 所所所 ののの のの
地名名地名

在在在 氏氏

滝山夕松丸深市佐

地名
本郡原山市場藤

川張川

責責責 る表表

扇栗１

市

者者 所
務 任任任 者者 事

氏氏 所 ののの ののの 者
名地名名名名

在 氏氏氏

沼

竜

藤大雨戸堀溝後永

る表

妹

井西郡澤田口藤

名

在

氏 所
のの 所

務者 事
長
沢郡下

見張
岩夕道

地

良通

米利精町富昌条

市

男広後丁野了正８

郎６
町右

会４南目

援目町丁

７
番
２
目
丁号

５３１

－

清川

９４津

榮条町十

号

目町

一徹悟一番丁

字 号
地和

番大

張地

夕番

商

９

町山正紘条義

議
会
工

丁毅中和司番孝雄

２町

目央
２号

目

番丁

背喜利敏敏誠

地
番

号１

幸町市一彦一一

牛

雅信
牛
背
妹
字

仁

町
町曙甫

じ町
ふ沼

地
番 番

目３
丁目
４丁
条１
１

村更旭

浜
塩

３号
－１
１

市

た川知川

真石わ滝空
緑上４

島川な市郡上科

良５

重精町富和善条

べ

實男緑丁野子治丁

郎６

深夕中樺

内
所

東目町目

市山郡

川張戸

秋杉新池

弘十

２鹿新

山山居田市
１三川

８谷津

正定条の
丁町

寛勉行利番

佐川

滝小夕小宇深村飯

寺郡林美市沢高

川野張

町山栄鉄条和

扇栗５

市

中郎男番剛美

２町三７

丁博
目央

藤

竜

小大雨今渡尾新佐
純良

妹

野西郡野辺崎山

雄嗣一二

牛
利背三昭隆

夕田
宅
治
秀

字

敏幸町郎

沼盛

市長
沢郡中

見張
岩

本右

２街
町市亮

じ町
ふ

市４
政－町

番
２

会目

究丁

研４２号

大

号目字

号

和 目

番丁

７１号

３
地
番

号

牛
背
妹

地
番 秀

目浜
丁塩
２

条地

１
の

地宅
番治

一
〇
〇

支
川

同同同同上同同同 同同同同同同同同同

所

同同同同同同同同同同

支
知
空同同同同同同同

所



鈴同日同

木本

活小
あ清東洋商

力林

平 る博藻後工

成 豊後琴援連

十 か援政会盟

四 な会治北美

年 網連見幌

五 走盟地地

北 海

由本

中日北堀す湯自日

よ利民共

川本海達み佐

商幌い夫主産

義商道也

幌連工延豊猿党党

雄工

海見

延盟政後富払北北

を後道地

後留治援町村

地盟つ援第区

援萌連会

会

道 公 報

ど本

し菅だ松同小く坂

忠勇勝う茂

も原て田川

援

わ一一後也敏後

か功
と旭援留郎

後地延

世旭川会萌幌会

会後援

を市援域後

紀川
拓民

第

とさ

あ太同柿菊希今さ

弘健都しき

ん田川川望

夫

い美後一市か雅

ざ元

ず 保後援と
紀援援

後援会歩世後後

民

会会市会会

援会む

号

政い

川川川し

旭旭旭新

業連経良

薬工治富

市商
連合創

治連を

政盟済野

盟会る

月 を区区

十 築連連

七 く盟盟

日 会

金

曜

同同同主代同同

日

る二員

区幌く会十委

た

部ん挙

盟支み選会

連延

会同同同

会部

の支

な区

の援会

計計 た

同会同主 主同代主同同

会会会

く

代主同

会
の

計たた

代会

計計 たたた

代主会主会

表

た

代同主同
会

の
民

市

在
氏 所

のの 所
務者 事

る
呂

北田江常中鴨中

地名

責 る

佐

野中本郡谷下川

の の

者者 所
務 任任

事 責

田安

名地名
在 氏氏
所 の

村部

塩塩

天松藤天中加

表表

幌幌

郡田井郡村藤

務務 任 者者 事事 責るる

所所 ののの のの 者所所

名名地名地

在在 氏 氏氏

塩萌

三中旭上遠留天留

市郡藤市郡市

津川川萌

る 表表

６鷹開幌開

橋井

任 者者 事事事 責責 るる

の 者者 所所所

務務務 任

氏 所所所 のの ののの の

地名名地

在在在 氏氏 氏

富同

名地名

野

津川川良

三旭田上前

表

東風市

橋市辺郡田丸

在

氏所
の の所

務 者事
る

市野
川良

辻高旭富

名地

間

清隆忠呂公庄

春市

丸

里
若
字

丸次義町清一一

延宏一延佳貞哲久

４
－

幸夫元子夫也子

町町代

町町

元
１１

－－

内内

流流

物物

北北

道道

町町

雄武条栖博運延運

久８９一２元２

通町町

目

丁線丁町丁

孝

目 目
自－１－

号６－１

民１

北

内
流

内物

部北

支道

党

峰

６町西の

雄光清連字

旭郷町

孝条志字滋修麓
の３

２
丁

２番 目

番

実修１２
台町
光幸

地号

条の
１

呂

丸小厚常木小大

目
丁

静芳

佐

田川海郡村森沼

人郎町雄晴栄

間

清六呂

天西宮天今深澤大

字

朗

郡野本郡井沢合橋

塩塩
町

延正健延敏正和

幌幌

元和郎元實雄行子

町二

谷和旭上藤留天留
町町

郡沢市郡市

川川萌塩萌

町延運

４鷹錦幌開

泉市
通町１町町

秀政条栖作
二丁元３ 之義

上佐山富同

丁線目町丁

郡藤川野

川川良

谷旭遠
連利久栄日

東風市

市藤

明４出

６町町の

秀光美

富

１町番町

之条男本博

市

山川市野
川良

丸山旭
明１出
通の

満久磐日
常

里
若

丁町

雄

一
〇
一

３
１
－１

９－
道

目
内
流内

物流

北物

道北

目
ツ
サ１１

号－－
内

２流

ル物

ビ北

ン道

リ

３ 丁
目番号番

地

の
目３

号

道
２
ー

タ
ン

セ
済

経
北

同網同同同同同同同同

所

支支

谷走

同同同同宗

萌

同同同同同留同同

所

同同同同同同同同

所
支

所
支

川
上同同同



え川

同同同同同同同同

町もも後

河りり上

浦え

別連連会

向町町援

北 海

野井

鳩北真室森わ大酒

正つ国芳

山海鍋蘭田が

一方司ま夫秀

由道高地

夫工後政後静後歌

紀商

会町

東政援治援夫援笛

連究援内

胆治会研会後

連盟会会久

振

道 公 報

本本

徳長成同日同同日

産工

嗣保み共商

中久田

厚盟

後春あ党連

史勝ち

後達

会援後真伊

援後き
会援地

会援

第

由倉

森自岩同同同同同

虻追伊

成主文

道民博

脇

市

援虻真田分達

後党厚
支援後援後

会田後町後

部会援会援

号

淳祐の

木沢田

船宮森

平一一ぶ

成後郎あ
十援後き
四会援後
年会援
五

会援援

援後後

後合合

会

部部

支支

洋町

東本

会会
たた

会主代主代主代主

援

後来後

合早遠
計たた

同同同代同

会部会

援支

会同
盟

連

会区

た

同同主

計計 たた

会同主会主代 主同代会主会主

会会
計 計計 たたた

代
月
十
七
日

金

曜

会同同

日

事 責るるるる 表表表 計

務務務 任者者者 事事事

の ののの 者所所所所

務

氏氏 所所所所 のののの
名地名地

在在在在 氏氏
菅幌大幌岡三

名地名地
坂郡崎郡

河泉泉石

北浦

事
る表

浦ええ三

道郡郡

地名

在

氏 所
のの 所

務者

払蘭

阿土勇室勇室武山

部田郡市郡市井際

払蘭

責責責 るる表

追宮厚み

所所

務務 任任任 者 事事
所 ののの ののの 者者者

地名名

在在 氏氏氏 氏 所
長室成勇名加平

名地名
田郡耶藤口

久蘭払児

大

るるる 表表

陣厚

藤保市

務 任任 者者 事事事 責責
の のの者者 所所所

務務
氏 氏氏 所所所 のの のの

地名名地名地

在在在 氏

達

上虻勇山海虻八伊

名
郡郡田沼郡木市

田払田

氏
の

者
任

責

虻厚虻大

田

り謙石

吉村神

住中山

名

字

町もも町

健河正り庄
字新稲

一字幸町吉町次

別東浜見

向

洋

－－
３ －

町き

宗耕分の真ゆ昌英

司啓本町字町夫男

町森

７

４－隆－

町３宇２

丁２

－
１ － 目－
８ ８

シ町町

暢ト屋啓真静泰

丁本

子子４子字勲江敏

目郷

２
－－

高田真裕田寧町

町町町
栄地

二字本稔作字秀番

町

栄町
町
－木－

本

三

文一信

俊重正

内
設
建

泉泉石

北浦久幌中幌才
三

道郡保郡沢郡津郡

河

町

河時りり正石

浦ええ

字夫町護町一字

町もも

室勇室大嵐

上字字川

巌

郡市野

払蘭払蘭

米細勇

西国

追知厚輪

沢川郡市

清

町別町町

信恒分利真
２宇－

夫和本町字３夫

久

荒和室阿勇米北佐

町

川田市部郡田野間

蘭払

暢ト北俊真俊房重

港厚

子１雄字之子行

シ町町

虻勇河久虻北伊

－上

子

村保郡野市

田払田達

岩

田憲永

虻厚虻末

田郡郡
町町町町

太田真忠参

一字京治生字次

本川田

杉西本

泉町旭番

向東本上

勝夫一
健伸

別洋町

－ －

－

２－隆５

丁

８
－ － 目－
５ ９

－真

７厚

号

町地 ９
－
９

一
〇
二

日同同同同同同同同同 同

所
支
高
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長部ー

室産タ

理畜
部し。

務指る

総をあ

、
業。
事る
、い
長て

は事

アたれの

グしこ社

イこ
・と景業

負

そ定資諸

固債資

３１２

の負金引合

－

事事

産流

１２３１２

資

金金の負業業

基基資動

本

－ ） ）

有そ用

繰固運

４１１２

資延資形の資

そ延繰定

の

百） 減

年 万 要度 円 因） ）

は

は

近記２科１２３ 最注表
た９動預有事 ５し－流

管な

業と】資金価業 事
４
．
２

部、
理お

実． 施２

度
年

勘
定金計

他債勘当本 比

定
）

２
注

用合入債

財運運債借負

運勘勘金

産用

） 定１ 勘注 用定定計

定定固

他産勘産固他産

産
産資
資定 り借券産 年お貸産証資

度

表目１ 貸あ照注 ので対

表移

照推

対。の） 借る

平

を成

要８
年 約

度

た
し

平

差
に

較

が貸 あ借 る対 こ

照

に
と

表

。
る

よ

も成

の９
年 が

度 、

平

表成

２

年 －

度

】
９

平

で成

あ

年 り単

度 、位

一
一
二

主：平

な百成

増万

年 減円

度

因
要）



農村施設整

般会

平
成 資整畜整畜環十 源備産備産境四 環事環事経事年 境業境業営業五

北 海

畜再

流動化対策事業

一
営事産編

生育農ス経成

業体業基事 計 産成場事

人業ー育盤業

法事リ

道 公 報

区

農化 対－
査２農地 監表

地事 象
支成理 収平分合業 の】

第

注．．
２２

用あれる．

資１２５５

元事地る平はも監１

料

対収

）業取。成事の査

のあ象支

平資得９業で

平度規る財決

成産が年

８及

号

の資

基そび
及

１２債
負

産の

財他本

本

月
十
七
日

金 －－－

曜

日

－ －
－－－－－

決事収 算年

業入 総度収

括収補 表支助
金 は決
算事収 表総

外益－

業

－表入

２括

合
計 】要
の約直事

諸総

年び成か模。務算

年平拡表括

度事７らが

概

ら借度成大の表

か業

し 平入か
が平度こ

成金ら年た要

かと

年大成にと

度き
業増度て営

事く年け経

告しか引果

報加に諸成

計
合

－－－

－－－

－

－ －－

－－－－－

と）業
接費 お支

り事管 で理
業費 あ
る間管 。理

接費
業
事費
外用－

位出

単

合 ：

計 百

て

いて金し

書てけ当と

さが収

が施定の

る実勘
額

れてき差

これ大支

、
こ加増

経る増が

はいく
た

換にてし

転とし加

営
イるるこ

タよい

－－－

動預 －科流 ２１ 表

資 】

－－－－－

畜公団農．査
５監
．
２

源産産社体２対

畜資畜

活 基環環経牧草象

業 産

繰 万

盤境境営場地貸の

用産入 円運財

－

注

）

会

資を 総 計

元報用農生経 事料本使
書て法
地営 合）告し産

もがと

成のい人 合体 平

農でこよ

のの、に

プ

特 計別
業 産括般

農整畜総一農

理計 地活 整振管会 備 用

計事 備興

備事業

公設団

社置体

金 成
平産

目 産 照
対
借

貸
末
度資 年

表

再整整環設整借貸 性

要

事

編備備境置備対借 化

表照

事事事事事事照対

＝＝表

業業業業業業業

畜農団農は

＝＝＝＝＝

産源産産業体業

畜資畜

営２

基リ環経公営経表

牧地活－

盤サ境営社草

再イ整環

編ク備境場開性
特の

総ル特整設発化】

る育 理育
合畜別備置整

表

事事

年中。成 化成 業計

度に事

事お業業業

業け＝＝＝

報る農農大

告事地業規

－書業保生模

の合法営

名有産経

－記理人体

載化出育

に促資成

業門計化

事事部合 開性

業発業

－

－－

－ －

牧事草

場業地

－－

の合

）
約

計

一 部一

一 般

三 会
計

整産対事事備別と

位
単

策り

備環策業業事対お
あ

業整業事で

事境事業

業。

事る

備業

あ進育事

た事成業

っ業事

て業

は
特
に
り
断

－－

い
な
の

－限
り

－

－ －

－ －

－－

－－

円計

万会

百別

：特

）

以
下
略
の

－称 －－－ －－



物業

定有建農機 科固

１
築発器

産固構開械

資形
定

北 海

延繰草草地元 繰料 １資

活平 人延 資地地域） 法

良械性 資勘成 産改機

道 公 報

留農

７
業卸保 付作

前未貸事貸

費収資資資 牛付業 払収
未受

第

雑仮職特収特経

４５６

貸事会 別過 業員益別

事
収付業計 勘勘 未資払

号

２３ 平
成有事 十
四価業
年証債

五

目 産
資

産械

資物機具

事 付度 交年 産定費費化 牛産産委

書
告

報 金業 資

金
付

息貸

利託

用益収産

入入

金産金金定元繰定 券権

金
金資

月
十
七
日

金

曜

日

の合
計

般 部一
会
計

別
特

－単
百
：
位

－－－－－ 計
会

業 負業

資動事事 科流

１

円
万

－－） －

業

担資地農機大保農

３

－－－

い金域地能規有

－－－ －
基基基強体開農農

１２

本本金化制発業業

－－－－－－－

減土そ外電借差用
運

２

肉

－－

地 価の部話入資

金

産払 債

債未 器 輌
車什

法

び
目 計

及

合債
負 の

務

経用人

手運活流強模農

化積営地育

確用性動化

定資預立体整成

保勘化

資用

金金け預基備運

基

用金運金預

運運金け金

け預用金

預預用運け

用

経活

金
金け

金金け預

け

化金営性

財財運基強基

勘運基運更化

産産用金

用用定用金用新基

運運

け金運

勘預預預預基金

金金金金運用

定けけけ

加保産

金
け金
預け

用預

金

却固資入権証

償他出 運用
金産

当資

引地定権

本
合

資

具品牛

搬備

計
の

般
部一
会
計

単
位

－ －

一
一
四

万会

百別

：特

円計

） －－－－－ － －－－－ －－ －－－－－－－ －－－



２平
成 機大保更農諸十 能規有新業引四 強模農牛法当年 化経用対人金五

北 海

負域地

定資地農 科固

１
性動 勘 債活流 金

道 公 報

畜場

事家家家農小法

６
負負 仮導譲概 業人 畜畜
受入渡算

第

特非一経未前事

３４５
借 別過払受 員収般業

職

事計入 勘勘費収 預益会

り

号

勘

受
前負受

業
事雑仮

２

積営地策育月 立体整資成定十 資事備金運七 金業資用日

金金

基金資

金

曜

日

金
資

負金り
資預

定化化 基予金計債

資
び

目
及

債

用益金

金金

助金納

債補

金
入資

元入

金定業受定 金債金

金

本
合

計
の

般
部一
会
計－

百別

：特

位
単 －

当計要表

－－－－－－

算独に上

該そ計の性計
い妥

で 算書自つの

こ 決
に」をて当

、 書類性

万会

－ 円計

平行公書

を算

３１
第

）

は作

部評成っ社を

外総

た 監
の度間す

査年。民成 負

７８

－－－－－－－

債 業前当

農担運畜農繰

６

－－－－

用 業い産

－ －

強体開農

資

１２３４５

－

本化発 制業

基

と明指性

包 当備
引準負

し資

外 独いら摘、

括 は
監 性。に、金

部 自うか
をるせ定

査 が）す併勘
公引

は ら作とて、

人 見
益 、しも社当

公 れ成と
社、部及 法 理公に内金

お準 会 す作公にび 人 解
こ 及結の企る

計 る成益

作会を

び社のと

果公業
準し

本の基図

成計意 資

た

合諸公き

務とて の財

両

す人、

、法が 計表益

財 活手振機入期期

なの

整金越入

性確興械繰繰

基対金備金額

化保産資

基 本強経

金
基金

金策基

新

産金基金更

化営 財基

定定債

勘勘
金金

金
基

金

る金 基 この法け備

計
合

に が算会部計 準 と決人
と基間の 準 難書計門上
引当 し く併準取妥 拠 し
決
っす準の性 た

な記に

一

算
てる拠消等

一

書
いこし去に

五

。に適繰い

るとた、つ

っな資改 基
よ正延て 同

請

収基要

ち計の

わ会者

支準

決とを

算を同

書ミ時

貸スた

びク満

及ッに

借しす

対たこ

照もと

表のは

－

、算のす に
て計産善 準

社類借き い
公書貸べ お

は会必照項

のの対事 て

心毎能

中ら可

をか不

に期な

監のた
、

査決め

－－－－－－－ －－－－－ －－



公い減算

うすをて増計

方さ益るや書

努決他示

し書、れ法が基か

力算

及は

てを公て人、金ら

予社び大

い作社いは公

公い算が特き

る成はな

がす

北 海

と
た

い会２決れこなま

て

にて、

る計条算るれっ

務はよお毎

。事）書。
経るり年

公実作

、財理と、度

は
企産規

道 公 報

１公

で当決．．

２２２

書社．社

あ他性算公１

、び等に財１は

る方及

諸準理

公公が関務経

。

の会る表拠規

社社議す

対決に事のす程

に

第

なル向、

そる改ウ傾認

否すおグにコ

れまか善

れ、かべ、アあン

ぞた

、ュ

改経にき公イりピ

のラ特ー

善費つ事社・

てが全ウにタ

す等い項

べの

号

記次活

を営

平載に性

成し、化
十た公特
四。社別
年が対
五

、る益場会作定く

行策

金離

対こ法合計成預乖

基て等し

象と人、をし

あ本礎いのた

とはで基

る可る的とる増も

す不

がと

法能のにす収減の

こ決計な

人でではる支

主益と算上っ

があ、公

く。務法か書さて

全る
異官人られい

社際成
な庁会、収てる

れ

会録第の、さ

業目程
会両 計、
条計基る

、を算

則貸第は準決

原

に

び対項企意書

及借２

益表会しつ

公照）業識
原会て

法、計たい

支と処、

会収則計も

人

きお

し算提項修べに

計

て

補等さ会い

て書出正

準

金開て基、

助のれ計

かす

を状な拠

等示い準

し検たき

付をっべ

交況
か基

いしと計

て討こ会

き支検見般ン問へ

るた

は入

事出討ら的ド題の

運策見力

項にをれな対

っ。営並受は

がつ行た

切

らてた状びけ適

見い

に国れに

れ、結況にら

。助、つ及な実

た補果

て北。さ

金主いびい施
務て

入業は海事れ

受に
団務、道

月っ事

十て業

七い

日

に）
業計

事会
諸別

る特

金

い農
つ、

曜

事地
て用

日

ら

るか計収支お。

業開

特準計算ず

こら基支決
書括公

か別に算総、

と

法

、法拠が表益

らの準
でる要含人

両令す必を
決。計

準定必なむ会

基

準

要らが算）基

のめ要
たるのはが

請れあ書に

公理両
同会。一、求

を

法実準

準算益が基

基決

会さお

準及人施に

に書

計れい

拠び
の準い必

てそ基てて

し

附両。な

理他のる須

処

を

。諸にの

る属者も

す

表準

改及

北とら準

経か拠作

を、す毎

道ろ善び

海こ
事の

象成き度

対平べ年

て度と算

し年項決

と９
記次

助降てを

補以し書

付事しと

交各載の

金は

成補理り

体推平の処お
況証

し費７正状、

と進
目び度算に憑

て及年予
降背い保

的調以をつの
もも

適研平景て管

に査

し仕整

っ究成と

た費

度事伝と

支等年て訳然
のて

が支ま業票し

出の

手備
施整

実発

な出で規

を畜
討び
検及

の業
続事

こ業
と事
た興
っ振
行産

と入る

時計つ借め

ろに

っの支

満準な金収

に基

次し工円総

注１２

た等

括で 期公て包事）包額

償事外収 繰社下括補を

要部引業部支 越作記外

る

規構るす

理らす成

成

第さとよ

程成こ

支期期

収１２３４当当
支

合出事管借そ支収

入

業たお
計の業理入の出

のめ

の度定

続年。り

手
妥

収期期

１２３４５当前
入越

入基事補借そ収繰

ガ模起お
の本業助入の

、適

れ一ッは票り

さの
いに・大承切

て部ト拡

たび
お 支借３３

収貸な表表

算照３１

、 計対－－科

て
農い
、つ

書表】】

包

たて下

まし以
算

経、
業

収 借、後

貸りは

、おで

査算 支の因監当収監計

戻か人書 差収に査金入

る作入ら作に 額支よ人

決
算。成控成反

除の映 －書の

し収さ と収

て支せ

万 括計い計て 百 ）包支
書。書る 円 外算る算い

査はは 及 監でで。 ） 部

び

部費費金他合差

返支計額 注済出
出 ）－ 支 ４

）
２

注）

－

計支

部財収金金他合収
差

産入等収収

収入入

額 注 運
１注 用入

）

）３ 入）２注 収

－

外記収

括

－

監 約約の決

部 要要載支

及と提書目

査 ））前算

貸記も収

が び併のと

人

対たに計 成 借しと支 作

書社 た 照。作算金 公 し
支成 し作 収 表成

業の

対企述

計の 要た額

負原諸

の計務

表会財

照

正

部は修

の又の

債則表
人り

上法織

計益を

に公

人内借

れ会込

さ

収 手 成取金 い 作部入 担

収入 ・ の引
中及 支山び 間 計

借

引 と金 万策 書入 百対 算

円 の返 ）当 金済 を金 額支

の出 消戻

－ － －

決 を書支構 ）算収 約。

公成

成） 作約書比 社要算
包

の金 及括 び外 収

部 支貸

監 決単 借査 算位額 対人

総： 照作

表成

準か

い基、

て計み
括百

金拠益

当準公

引につ

る
びて人

及し法

一準計会

一備上計

六

準

、いに

はて準

金し基

そ す 相を 去入 公る

違

れ る はほ 主百ぞ か と万れ 、

構 の 表万収 円 要支成 要、 約計

約％ ）算比 書

はし

社と拠
及、

）は） に難成

自い作

独言て

が
。
計いし



１２ ３４平 負資

成 諸そ基そ 本

十 本の 引の四 当他金他 債正

年 味 金固五 財注

北 海

流固

１２３１２
期金

負動事事そ定長資

負他債借勘

負業業の負

入債流入定

債債借

道 公 報

延定用

繰固運資

２３４
そ

産産産 価卸の資資資

有
証資他産

注注 券産流

第

流 ）３１ 円表

資金 事２資動現 を－科

か借金 費貸産産預 業】

号

括補

前る包事

あ工

３４
監当

算部引

決外償

期。

勘定 を査金

書

月 定負産５ 合

十 債））

七 計 注の

日

）
）４】

５注部

金

曜 －

日

動金 注注 の金

負

３）３） 部債 注１注４

）） 】

－

動
１）） 資 注１２合

）
２計 ）注 産

】 除表目部 控照

ら対の

社 。金 公 る
い

て
し

作
成額 の

成

象作入

対人繰

借構
貸

と
しの

算円

益計万

公支百

て収

計はび

会で及

人書）

法

手 準部い

基内担

－ －
－ － － －

成 対
照
表比

包
金

部
外

括
監 単査 位額 人

：

成
作
構 百

の 万貸

山 用中 適引・

を取

円

間 し

対 た
よ円当 に万引 と百策 こ

去 越消入 繰を繰 る）金

収す 支

計元
業

支事
益

収収

－ －

勘

備け

金

準資預

－ －
項内引

備３当 準－部 び３

及表

金】取

借 、成
対

％照比 表
金万替万

１２３４５

）

て包円包え包包円包

し
括括括 下事）て括）括

外外外 記業をい外を外

要負固る部そ部

る 差

債
負注

、 で万 か

額百 ほ
資作 び 本社 及 資公

収い正一定

算金
入 正成

会 といたと
般 入なし）

消
内 出産殺

計 支資。相

殺取し
で 相入去

部 を購
が資 て等。

出 し引た
の

す及負４基定

金定金

表

産

替）べび債本資

振照

の金に及

えて準性資金

。味金あ勘対び

た正備
財」る定応現

産を資、す金

当預金

２へ参金引る預

替）定金けに

．振照勘

引金 公

．えを及金振

１

目 益
法一及会 人 百般び計

資．認 計 万会総２上 会
準 ）の産１め 基前 円計
業等２れ に を事額．ら

適内引 っ の間をる 従 そ

計お正部当 た 他に

の監

部部部

正けに取金

他査

監監監 因債定。監
人固人

査査査 に）資査

に作定作

人人人 よと産
殺振成負成

作作作 る相

の 消替の債の

成成成 。
貸貸貸 去え貸に貸

のの

替対

借借借 して借振借

る照え照

対対対 たい対
表 か。表て表

照照照 ほ

は

ででで 、でいで

表表

味の 本

ははは 貸はる

照

）財対

産味借

財正貸
括
包 計と 合 計）表

合産

部
外
監
査

た て部の し一引 示、取

に非 取業、 る事め いの
、あ収 引

一 収る益

一 支た事

七

替

書総入

算、元

決め業

。き準みえ

４た除びの

資、備基た

金正金本。

定．財を産

勘２味」財

引．に照し

、１産参と

えれ

金替そ

当４振）、

準勘。外

び金た以

及資

示の除 書 味る表引を 算

、 試 産支す消き 類 財収

にのた」そ 算 ）等る去
消参性 た 振法めをの の

に の えの去照質 め 替人

要 い部た応 主 て内し）

正 前 。引て な る取。じ

引

農運資 付事。諸

提は

譲資勘 借当

場用金 牛業
入金 渡産定
金勘 施の
を定 百 設う 長の 万ち 期う

百 円地 借ち

万 ）域 入引

万） び性 金当 百円 及活
資 振 円を 留化 に金

）固 保

人

替

の
成
作

貸
借

と
表

照
対

の
金
額

含表
に額金 のは

て修勘

れに別

ま示特

備定

金、そ

１固

を当．他

」引２の 支産

収財 提、味

．

参金

金

模に

規等

を定 資え

農資 産て

場産百 い万 概にる円

は
違

相

） 算百振。百

主
と



内番１ 公部な表号 社取お３

十業 の引、－

勝） 収額一４

育で 取

支を般】成は 規消会一引牧草 模去計般

北 海

年出

必．て入村８支

２

る設でと

及 要１公い施

２のた部償の

び が．社

に

出 る取めに却間

支 あ

託る若

が 。内引に委す

取中生さ一干

そ 部の発

道 公 報

実準る今

時一に資くな

に定産

適時際拠。後 合

正点しは 計

３計益

は百 なに表た公

万 指お

円 導け－算法

に 監る１書人

第

計い

資公慣て 農農
事

要 譲卸業
場料社行重 場

負 渡）公しな 概元がと
割 産債 施算包益て役

資

人着を 設）金）括法定

外

号

収
非

平益
成事
十業

四

入
元

年

金 五

改
場地

及すに会

畜良 内 びるお計

産を 総必けに

容振農 資要るお興村 産が事け事施

額あ業る

取 等る相事

引 を。互業金 適間相額

に取間

正の互

十繰 表引取

勝延 会

示の引育資

、差

ぞ 引にすれ方の

れ

各事い農異

れ の、るて

消
去事業る村が

業相草施生

改部て 万

部互地設じ 百

る 両

実の良でい 円

が間
事引つ工。 建

施取には
て完。 計

業がい事） で

おるは了 上

にあ

及と計

百な 督財】類会

、 を状びを基

万り 等政

で正 強態比準

円

３す準

は味 力を表較に

産 推正－る拠

な財 に適

の 進な２とし

く
資 し計】、て

て算の事、 産

お収支

百合 い書と業収

に たでり入予

万計 く類

計てう 貸貸部会し担

円

監

業対卸査基いに 借事借

っ 照負照資人準な至 対

準って 表債表産作にか

上と拠た、 計）計）成

務 の相の相しこ主 上と

消いが官 妥殺妥殺てと

性去性去な挙庁 当消当

っらあ がしがしかげで

たなた

月一と 十般相 七会殺 日

の。
でた

部し
内去

計消

金

資
出

曜

引
取

日

す内 の

成産 る容

場と
牧」

たは

】し め

て 計 、表計 決３上 算－

、
し

書４

会 を】

処計 作の上 成と８ 単 すお

で 位年

るり

償 ： にで百

るこ勝度 れ

け。十年 さ

事結成全 い

工の育に て

一、場収

の果牧額 る

を社繰計 お

部公で入 な

農収資し 十

、の延上 、

整決とい 育

場支産て 勝

部総てた 牧

備算しる 成

書

に対 め明公は算

す 、 にら社

、 る 正 はか作

会 構 味 、に成
財万帳 成 財 一すの百計

の 期こ務円簿 比 産 定る

部 間と諸で及 は

にが表はび

お必とな計 ％ は

け要公く算 で

書 は るで益

類 な 百 活あ法

を く 万

。い。たれる な

動る人

判 と由が海 と い理る北

さ 断し今が 断 判と、道

た れ、、の れ さて日そ

め た基益態 た た同公実

農 、が人適 、 め準法を

譲 場去経に 場 農過が切

業
事
益

収
、

め
た

に済評

金
入
元

別
特

却 ああ

円す 万理

たる

）る っ。。

基しの。

う万化格い

て
め）金かもま

繰た一円
、 資にはよしのた

方 延

はこ

公 産、、り、で、

に括計め 場

とそ農農こ

注はし入 ら

発表上収 か

．
２

し収農、と
注 十育１ 資． 料 成

３

包－ 勝場）３

牧元表

繰

円 の。会百作

成計万成 で
になとる

果基円す ％ は
、

と準

畜 計資以図産 料上３振 元興 の－ ） 事

事 業関５ 公業 ）
し 施 算お社価 渡 概

係】

会お同

てに、 金設い会

事備計地注農事改場

３

備

業及業開し村業良整

）び務発て施）及

）
定
勘

託地

部委用

設に農
２

支

の はの業協のなの

社

域、出

特 、支協に地く

組付活繰額

別 そ出同交

支を合し性延は

会 の額

基

に 出貸のた化資、

計

付の金

繰 の借固資交産

化を資上の

延 効対定金

が表債資金記運

資 果照

益

と 将に権産は定用

産

そにに

し 来計を計、義

て に上長上

括４ １１延 外】資

委受部の

産

査号 託託監番

の

人と貸 農作対借 村成応対 施し

照

部い

設て

表

る計 ３。

の
上

／施調

妥 委工査

作 に社

を

成 内図 資 部

示

注料 発

す農 しる村 て施 と い設 る整 図 。備 ３事

－業３ ５
】

部
内

の 計

測

で調を整い設でび部

は査農備る部は

保測場事。草量農
験地

有量整業農地試用

施成調開

農・備）村造

験内設・査発

用試部に

地

農備

の・農部整整を整

整設用発備備

計ス費

村て
農し部

動

整。流

設る地

施い農

）策

業対

事化

備

らっ

計 わす期しの照よ

も出して

上 たるにた支

のりのの考穴

さ っも亘
て 及で貸で効え埋

れ て

みさ

い ぶあ倒あ果てめ

。将るれ る 場る処るが

域 、す来とて 地 合。理
たわ繰く 活 適るに、い
資の 化 なめた延も 性 正
間、て産で 交 期にっ

託／受当

託性

部
備

整
場

農

託／受

委工査

／施調
２

託

発

農

直上と

農注 営すお用 施るり地 工。で開 収

発 あ 入

整 」る

備 又。事 は

業２

調

内 査

部 受

発 託

農注 事

地 業

流

直上農農事農基」農
収

整

本 営す用場業村と場
て備

施 施る地リ費施し

部計部

設 工。部ー／設
費 収】ス
業）す 」 入事酪】上】

又費測る 、 」

盤 農試基 は／量。

備」備 査整費整 調地験

及 事」し」 託費と費 受

農団農
収は計び 業又て

部

設地備

施草整

村体場

受
／
業

事
】備】

部整

一託

一収

八

て
し

と
」

入

ぶはり 資 損地及にあ 付

計農と該、 金 益域

算業い当農

を活うし協

行百性性なに

動

部
地

用 入

化 」

対 と

策 し

事 て

業

入上
。試

と場る量

」農す測

。
る

す
上

計

てー験

しリ



当ま出却と準準

平 代 でた及し備備

成 金 あ、びて金金

十 の る担売処と

四 前 。い却理は

年 受 手代す、

五 確金る商

北 海

有の

引引起に当却保も

定定合：

累 当当因設該
計 金金し

額 と、す義理

ら促万

相 は発るか化百

将のの判進円

当 、生も

道 公 報

得金万 当費社新

円

定充） 百 牛 保費で 該に
農に 義てを 万 対は 有用

資く 用充 かる負 円 策な
で 及 金 地て、 らた債 ）

資 判め

第

て 金

しい資資っ 公

かる金金た 社
作百した勘勘ん

成万、め定定金

の円こ、銭 百

り受 円
貸）の以預を 万
。中下

号

へ．

す従協１

対農．
２

資

権、交

債ての４

るっ
活に勘

は域時金

で地付

と な

月 し 保の必法

十 て 対前要及

七 前 策受がび

日

金 業をる税

受 事分あ租
措

定 当当別

勘 引引。特

で 金金

金 処 計置

理 農上法

曜

、 売たに

し 地し等

日

可を定事）

を

残 買もよ

資

当 の能いす業は

引 来

。とに産

金 特性うる等
減

上 の高、おの

計 定が
用、場る価

し 費く農け

ー渡却

も 又かリ譲償

た

計

： 損、ス施累

の はつ
失そ引設

にの当資額

び のる

備金金産で 百

、な 農 畜 整た本 定には

業 産 備め す
本、 法 振 費、正 る資く
財 機か正 人 興 に資味 と

てか産 能ら味 育 事 充本
運 全 るら） 強繰財 成 業

入と 用 体 た繰か 化り産
繰 立れし 資 の めりら 積

、れり 資たて 金 支 に入

金も処 出
本もれ の理 農 に 資た入

れ 及
対にで金入 ）

借

充

表会別と、 び
照は個）

上検、日

の準計には後
本の

定金の討元そ

固備
負資す
金るや者 債

勘。そ又 の

定のは

引用れ 万 に、運そ 百 部

い性定
、当益に 円 は

付金当

交付引

。化交、
準

は」び

金出及

資支金

、処
上て金

計し備

会と

：、

額 等のり

借す
貸理

事

積 業

み に

立 お

円 円 るる 万 万 けて 百 百
のを に の 来と ） ） 将こ

却め い ち 売定 つ う

ら て ま

え額のあ 万

で百れ は

場価、 ）

るを農減り 円

産 び

め理リ償資 及

た合
そにス累か 合

、的ー却

業額の 化

の見事計ら 理

除 渡

生もに相控 譲

発積
当こけを項 施

がるお当

資当と 引

期とる引目 設

す 業

前で産金す 当

以が

る 生 て かのた 農：
ら：も 地

の 保百必 産 る
法 た 繰

有万要

入あ 合円が 百 人 め りで

現 資 れる 理）あ 万 に 、

。 物） 本 たた 化、る 円
、 人有出は か もめ 法保

部 繰 ：そ 機農資外 ら の

の 能用す
るか り合 強地

め預 れ計 化整百たら 入

事わ

多金を代 ）

事備万

の第 の計び業る

数が及

出者 金さ備支三 資上準

充返 定てににに 勘れ金

い該
当て還 るしるす

なたべ

も、債 万勘いめき 百３

で
照き

対べ

の相務 円定

べ
す。
上た

計っ
にあ

表

に万た 正

の
も
の
格
性
き

産剰

るは本 財

係円資 味

り圧のホ同

支売

社レ合

昭、迫健公ク組

過る化のン中

和超す全

計る 金

年負よとほ農央

事る減上の

のきの
償地た妥

象場価しが 農

１

２２

に合
し合２２）

社との．．

業

内かて理．事事

のし

業のの

部しお的事１業

、基実農概内

の、りな

も

業資円のか た額

基上

農っ の金）
の 事、地た

５う

２

業公更：取資百

会１工

がが．修

定 及以 必

計．事

の と上６補 百びめ 内 要
円村金れ さ修償 万農ら

合

が手を ）の

れ正工引

。

まらう 引計

含かい 、

いこ．与し

２

当はれい
程い

味以ると１退規て

５給にる

財上がが．職

資そ要与従。

産、、必

で

し金ので退引い公

と

、財

余お味当

、
く
な
は

義 び益の
定 及公産

該 金

代債う経か業会

利法一

北同と
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５ 分年時合農分年
年 の
、協北目 北
国ク組道は 海年ホ同海

連用期 信債レ合信定 道
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の
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予年ま
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道、運ど
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、う。

度係が

年関金

生

事農業す

た、専と

れは

業地農る

料業用３ 社資事農表 公
有元の地－ 保

体る

定記。営す

）実開

。のと

たし質こ －し載
技ク作 工

ー機 制３項術ロ業 体表
下９当ラ は－担

－

２
事国地

もい万と２草
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農４済がらを己

きの第

基

と業条、、な取責

る

金出

分基拠

に、金

別は
へる

し協社得

農公て

類
、定出き

し固のべ

かが

特業整平 械農績発】 機
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りの
お業
で施
あ工施

地 借 で必用要道・

び 貸

開市良

域 対 検要地・改

表 しあ発町を

活 照 討が
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績
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同積あわい一先

と見で

あ決

様りる種らるでを

の合。子ずケ

第

比

及今定甲購なの

係選

先甲率

び後方社固入く

の資を社は

取、法と定

に検取産決とそ

引更を

係有討引及定契れ

関

号

るたに社

いま両公

て車
定て定

固い特

。、つと

資は４

月 事性に理にが械

十 業はつあ行に

七 が全いたわつ

日

もててて

終くてっれい
な、

しく別、いは

了な
かっ検下い平

てな途以

金 らて討の。成

いすよ

曜

余たきな度

年るべう年

日

後補め崩、

りめで問か

れ

事金も助、にそ

入預

の般す以

業の毎金一関

係に、申のる降

に中年

金め引

る、特請預定も

和預あとがき

特昭定に
金た区な続

定
預

しっ特

金年とり分かき
預

にて水てた定

度し、

）、ーっ定

終書田特た

た

済をの公スてし

経せ

内散同の

的行購社がも

果てにの見社で

効っ入

れ契る

をかあ決さとあ

リり書た約な

有らた裁

てば

るー、上。しら

す

手明社い、

たス入で公

の

、をし確のるそ

め先

びし約ぞ
固決たな説と

る係消てしれ

は効すに

深か
いつ必る耗いて

。効要改品るい

購、、

率が善をがる％

的あす

なるべ入リ車

委。きすー輌

場にびで

託事るス及％

いソる

購合つパあ

や項

社

が、てコ。
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産

と の

は

に甲に

得が間

取％の
取社

ての公

いと、

お社
業な益

農に公

、引が

も

点、

が、あ題ら

開っ法

見理

過般。が管

経一る

お期け号

て定受番

しの

たす

、金れ付

り預らを
に

目るう

定す。よ

特に

め金

預もっ

のとな

的と

し換却預、の

了き売定
金と和ま

たえ資金昭ま
に

水ら
田れのし
分設度き

買て区て年書
水え

事て経定に換

入き
にる及た田続
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効の入て

係。びも買け

運あ業た
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る

こ定

定定複理明の決

定

ののよと過

資す数由に

を

購よ見記るで程

産る

も、る文

入う積載とあ

場しのな対が書

のに書

の仮し

合、金く応、と

出が甲良にて
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のす

様の全社さそ残

同

同売らよ必

に効くとか
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本性一買見う要
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リ
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行まはン
ス

るてとーー
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産
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借
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金

幅り合占入
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人

引行施社の

取を実甲
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械るあ

機いで

発て
関
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て資
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に

係

にた

業が

、い
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金

る北１

そ理こあ．
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預すかしあ
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議．は業の
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た
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更成を年め

目手作牛７

あ
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的続
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度契、牧

．年スし成

２
．社に約リ場

にを３公

るう８がかでーの

す行

り契に

と担ふけ借ス中
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方上こ取資

手たるの定
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庫
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たる定
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出 す経
。状経資 る営】

北 海

な他道

成．書のい海

３

議未い方の

し１公が一

２の会満。、出

、．社
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治 普のしる地の

号

１地法

．の

３
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ムムま 年札

貸貸い参 被

賃賃なの 、

排

契） 佐を

借借。 保加
い はさ

にな 又除

約で 人

い

ると 補て
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４
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検組
法 点同

合 守例協
組

能と
和 可」

昭 が合
）
律 で。

法 者う
年 ない

る及
第 あ
こび

知

提通。
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